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Summary: Planning sequential viewing experiences is an essential issue in exhibition planning.In this paper, to 
perform visibility analysis on the exhibition layout, we proposed a formula for calculating the ease of transition using 
the visibility function of viewing objects.We extract the existing problems and create an alternative plan to solve them 
by this visibility analysis. We pointed out the problem of fragmented sequences and the problem of viewing sequences 
when planning according to the orthogonality and symmetry of architectural spaces. For these problems, we showed 
that the diagonal layout and the windmill layout are practical.
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1. 研究の背景と目的
展示計画において，展示物の見え方を計画することは

重要な課題である。建築設計資料集成には「シークエン
シャルな展示のモデル」として，次に見るべき展示物が
垣間見えるようにするモデルが提示されている。稲垣・
野村・古谷は２つの回遊式美術館のシークエンスを分析
し，作品が突然視界に入ることによる「遭遇」体験や，
何度も見えることによる「反芻」体験が美術館の豊かさ
を醸成していると示唆している。また宗本は直交グラフ
描画法を用いた展示の空間分割法を開発し，シークエン
シャルな展示のモデルにならった壁配置の設計方法を提
案している。これらのように，制約のある空間のなかで
展示物を配置し，特に見え方を調整してシークエンスを
計画する方法を開発することは重要な課題である。

本報では，展示物の可視性を評価しながら展示レイア
ウトを行う手法を提案する。
2. 展示物の可視性を評価する手法
2.1.	ビジビリティの評価

本間・今井の提案するビジビリティ関数（視対象のみ
やすさを表現する関数）を援用して，展示物のビジビリ
ティを表す。視点からみたときのみやすさを v，視点か
ら視対象の代表点までの距離を r，視対象の法線と視線
とのなす角をθとすると，広義ビジビリティ関数は次の
式で表現できる。

v = f(r, θ) = A
1

rβ
cosα θ

ここで，本報で扱う視対象は平面であり，かつ大きさ
に変化がないことから A=1, α =1 とし，視距離 r の二
乗に反比例する「逆二乗則」に従うのが妥当と考えて
β =2 とする。また，視点 p から視対象 t を向きとして，
大きさをビジビリティとする「ビジビリティベクトル」
を考える。

|vpt| = f(r, θ) =
1

r2
cos2 θ

Figure 1.	 視対象の法線と視線とのなす角。正面に対して，なな
めから見るほどビジビリティは下がり，直角以上になるとビジビ
リティは 0 になる。ここでは視点が視対象の裏側にあるときは見
えないためビジビリティは 0 をとる。

－543－

日本建築学会情報システム技術委員会

第44回情報･システム･利用･技術シンポジウム論文集，543-546，2021年12月，京都

Proceedings of the 44th Symposium on Computer Technology of Information，

Systems and Applications，AIJ，543-546，Dec.，2021，Kyoto



報告 H103

このビジビリティのベクトル場によって展示物のみや
すさを記述することができる。
2.2.	遷移の評価

鑑賞者は基本的に視点から最もビジビリティの大きい
展示物 (T1) を見るとする。その結果，展示物に近づい
ていくが，展示物に接近して鑑賞した後は，2 番目にビ
ジビリティの大きい展示物 (T2) を見に行くような行動
をとると考えられる。このような行動をここでは「遷移」
と呼ぶ。

遷移のしやすさ s を表現したい。展示物 T1 が見やす
い場所ほど T1 の鑑賞を終えて遷移しやすくなるので，
s は v(T1) の増加関数である。同様に，展示物 T2 が見
やすいほど T2 への遷移が起こりやすいと考えると，s
は v(T2) の増加関数であると考えられる。T2 が T1 を
見ている鑑賞者の背後にあると視界に入らないため遷移
は起こりにくい。しかし T1 と T2 が鑑賞者から同じ方
向にあるときには両方を同時に見ているため，遷移は起
こりにくいとする。T2 が T1 の鑑賞者の横にあるとき
に，遷移が起こりやすいとする。このような体験をもと
に仮説的に遷移のしやすさ s を定義すると，s は v(T1)
と v(T2) の外積の大きさで定義できる。

s = |vT1 × vT2|

Figure 2.	 ビジビリティのスカラー場。視対象から 1m 離れた正
面から見たときのビジビリティが 1 をとる。赤は 1 以上，視対象
が見えない裏側は灰色で表現している。

Figure 3.	 ３つの展示物を配置したときのビジビリティと遷移しやすさの評価 
（左）第 1 位ビジビリティの場。どの展示物も同等のビジビリティの場を発している。 
（中）第 2 位ビジビリティの場。上 2 つの展示物の近傍では第 2 位のビジビリティが比較的大きく，鑑賞後に次の展示物を見ることがｄ
きると考えられる。 

（右）遷移しやすさの場。上 2 つの展示物の近傍は遷移しやすく，展示物の最近接領域においても遷移しやすさが大きいことがわかる。
それに対して，下の展示物は接近しても遷移しやすさは小さい。

－544－



報告 H103

これを用いて 3 つの展示物について第 1 位のビジビリ
ティの場，第 2 位のビジビリティの場，遷移のしやすさ
の場を表現する。
3.	実際の展示レイアウトの評価
3.1.	既存の展示レイアウトの評価

対象とする展示レイアウトは，大学図書館内における
展示パネルを用いた研究成果の展示である。展示パネル
は縦 850 横 750 の展示物を貼り付ける面があり，可動が
5，固定が 6 で構成されていた。

既存の展示レイアウトのビジビリティの場と遷移しや
すさの場を示して良い部分と修正すべき部分を読み取
る。ビジビリティの場をみると，図書館の利用者動線か
ら誘引するような展示パネルは評価できる。柱周りの固
定パネルがその役割を果たしている。それに対して誘引
の役割を果たせていない配置が見られる。階段下のパネ
ルはビジビリティが動線にかぶっておらず隠れており，
見られにくい。

遷移しやすさの場をみると，展示パネルが平面図左上
付近と，左の柱の周りとの２つの島に分かれていること
がわかる。島の中では遷移しやすさがつながっており，
連続したシークエンスの中で鑑賞される可能性がある。
この遷移しやすさの連続を見ると，先程と同じ階段下の
パネルは不連続であり，他のパネルから遷移する可能性
が低いことがわかる。同様に柱周りの一番下にあるパネ
ルもほかから独立してしまっており，見逃される可能性
が比較的高くなるだろう。

以上のように既存の展示計画の良い部分，修正すべき
部分を抽出することができる。とくにビジビリティの場
は動線からの誘引を考慮でき，遷移しやすさの場は展示
物同士のシークエンスの連続・不連続を考慮するのに利
用できる。
3.2.	提案 A　2つの展示空間をつなげる

既存の展示レイアウトの修正すべき部分を踏まえて代
替案を作成する。既存では展示パネルのまとまりが 2 つ
に分かれていた。それぞれの島のなかではシークエン
シャルに見られるとしても，全体としては体験がつな
がっていない。そこで全体をつなげることを考える。

方法としては，固定パネルの同士をつなげるために，
可動パネル 5 枚をその間にまばらに配置することを考え
る。距離にたいして枚数が少ないため，45 度斜めの配
置を採用した。遷移しやすさの場をみると，すべての展
示パネルの前の領域で遷移しやすさが確保されているこ
とがわかる。

展示パネルの横からのビジビリティは小さくなってし
まうため，展示パネルを斜めに配置することが解決策に
なる。
3.3.	提案 B　柱周りに集中させる案

柱周りは固定パネルであるため，その周辺に展示パネ
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Figure 4.	（上）展示フロア平面図。
展示パネルは可動が 5，固定が 6（内
案内板が 1）であるが固定パネルに
展示しないことや可動パネルを増や
すことは可能である。
Figure 5.	（左）展示パネル写真。縦
850 横 750 の展示物を貼り付ける面
があり，手前にものを置く台がある。

Figure 6.	 既存の展示レイアウトのビジビリティの場。図書館の
利用者動線から誘引するような展示パネルがある一方で，階段下
等のビジビリティが動線になく隠れており，見られにくいパネル
が存在する。

Figure 7.	 既存の展示レイアウトの遷移しやすさの場。展示パネ
ルがまとまっている場所は遷移しやすさが連続しており，一連の
シークエンスで見られる可能性がある。それに対して，ほかのパ
ネルと遷移しやすさが途切れているパネルが存在する。
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ルを集中させることでシークエンスがより一体となるこ
とを狙った。集中させると動線に露出するビジビリティ
は減少するものの，遷移しやすさが比較的大きい場のか
たまりが発生するため，より確実にシークエンシャルに
なる。パネルを対称に配置すると向き合うか横並びにな
り，遷移にとって不利になるため，風車型に配置するこ
とこの問題を解決した。
4.	結論

本報では展示レイアウトに対して可視性分析分析を行
うため，視対象のビジビリティ関数を用いて遷移しやす
さの計算式を提案した。この可視性分析によって既存の
問題点を抽出し，それを解決するような代替案を作成す
ることができた。とくに空間全体を使おうとすることで
シークエンスが分断されてしまうことや，建築空間の直
交座標や対称性に沿ってパネルを配置するときに鑑賞
シークエンス上の問題が発生することを指摘し，斜め配
置や風車配置のように，与えられた建築空間の軸や対称

性から外れた配置方法が有効であることを示した。
本手法の課題としては，ビジビリティ関数は既往研究

の信頼性のある手法であるものの，提案手法である遷移
しやすさについてはアブダクティブに定義したことであ
る。ただし設計のアプローチに際しては，このような仮
説的な手法を用いざるを得ない可能性に関して議論し
て，現実問題に適用する準備をしておく必要がある。
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Figure 8.	 提案 A　2 つの展示空間をつなげる案の遷移しやすさの
場。2 つの島に分かれていたものを，可動パネル 5 枚の配置によっ
てシークエンシャルにつなげる。少ない枚数でつなげるために，
45 度斜めの配置を採用した。すべての展示パネルの前の遷移しや
すさが確保されていることがわかる。 
透視図をみると，奥にある斜めに配置されたパネルが全体の体験
をつなぐ鍵となっていることがわかる。

Figure 9.	 提案 B　柱周りに集中させる案の遷移しやすさの場。
柱周りは固定パネルであるため，その余条件を活用した。集中さ
せると動線に露出するビジビリティは減少するものの，遷移しや
すさが比較的大きい場のかたまりが発生するため，より確実にシー
クエンシャルになる。パネルを対称に配置すると向き合うか横並
びになるため，風車型に配置するのがよい。 
透視図をみると，風車型配置によって手前から奥に視対象が連続
していくことがわかる。
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